
ア
ッ
ピ
ー
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上
尾
市
内
水（
浸
水
）

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
公
開

�
下
水
道
施
設
課　

７
７
５
―９
３
７
２

�

７
７
２
―９
０
５
０

　
浸
水
に
対
す
る
備
え
と
し
て『
上
尾
市

内
水（
浸
水
）ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』を
公
開

し
て
い
ま
す
。
自
宅
周
辺
の
状
況
や
万
が

一
の
時
の
避
難
場
所
の
確
認
な
ど
に
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。
市
役
所
１
階
の
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
国
土

交
通
省
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
役
所
ギ
ャ
ラ
リ
ー

６
月
の
抽
選

�

生
涯
学
習
課　

７
７
５
―９
４
９
６

�

７
７
６
―２
２
５
０

　
市
役
所
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
平
成
27
年
３
月

19
日
㈭
～
４
月
20
日
㈪
に
埼
玉
県
議
会
議

員
一
般
選
挙
の
期
日
前
投
票
所
と
し
て
使

用
す
る
た
め
、
６
月
２
日
㈪
は
平
成
27

年
３
月
の
第
１
週（
３
月
５
日
㈭
～
11
日

㈬
）、
第
２
週（
12
日
㈭
～
18
日
㈬
）だ
け

抽
選
を
行
い
ま
す
。

税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

�

納
税
課　

７
７
５
―５
１
３
５

�

７
７
５
―９
８
４
６

　
税
は
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
加

算
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
期
限
内
に
納
付
し

ま
し
ょ
う
。　

市
役
所
、
各
支
所
・
出

張
所
、
市
指
定
金
融
機
関（
埼
玉
り
そ
な

銀
行
）、
市
収
納
代
理
金
融
機
関（
み
ず
ほ

銀
行
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
三
井
住

友
銀
行
、
り
そ
な
銀
行
、
群
馬
銀
行
、
足

利
銀
行
、
武
蔵
野
銀
行
、
東
和
銀
行
、
栃

木
銀
行
、大
光
銀
行
、埼
玉
縣
信
用
金
庫
、

川
口
信
用
金
庫
、
青
木
信
用
金
庫
、
飯
能

信
用
金
庫
、
城
北
信
用
金
庫
、
中
央
労
働

金
庫
、
あ
だ
ち
野
農
業
協
同
組
合
）、
以

下
の
都
県
に
あ
る
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
郵
便

局（
納
期
限
内
に
限
る
）（
埼
玉
県
、
東
京

都
、
神
奈
川
・
千
葉
・
群
馬
・
茨
城
・
栃

木
・
山
梨
県
）、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど（
エ
ブ
リ
ワ
ン
、
く
ら
し

ハ
ウ
ス
、コ
コ
ス
ト
ア
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

ス
ト
ア
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
、
サ
ン
ク
ス
、
ス

リ
ー
エ
イ
ト
、ス
リ
ー
エ
フ
、生
活
彩
家
、

セ
ー
ブ
オ
ン
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
デ
イ

リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、

ポ
プ
ラ
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、
ヤ
マ
ザ
キ
デ

イ
リ
ー
ス
ト
ア
ー
、
ロ
ー
ソ
ン
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ

〈
公
共
料
金
収
納
端
末
〉設
置
店〈
Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
な
ど
〉）

■
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
納
期
ご
と
に
指
定
納
付
場
所
に
出
掛
け

な
く
て
も
納
期
限
日
に
自
動
的
に
預（
貯
）

金
口
座
か
ら
納
付
で
き
て
便
利
で
す
。
納

め
忘
れ
も
な
く
な
る
の
で
安
心
で
す
。　

直
接
／
口
座
振
替
依
頼
書（
納
税
通
知

書
に
同
封
）に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印

し
、
納
税
通
知
書
、
預（
貯
）金
通
帳
、
印

鑑（
通
帳
届
け
出
印
）を
用
意
し
て
、
取
扱

金
融
機
関
か
納
税
課
へ　
郵
送
／
口
座
振

替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入・押
印（
通

帳
届
け
出
印
）し
、
納
税
通
知
書
に
同
封

さ
れ
て
い
る
封
筒
で
納
税
課（
〒
362
―８
５

０
１
本
町
３
―１
―１
）へ
郵
送

税の納期限と口座振替申込期限
市・県
民税

固定資産税・
都市計画税

軽自動
車税

国民健康
保険税

納期限
（振替日）

口座振替申込期限
（金融機関必着）

　 第₁期 全期 　 6/2㈪ 本年度終了
第₁期 　 　 　 6/30㈪ 5/16㈮
　 第₂期 　 第₁期 7/31㈭ 6/16㈪

第₂期 　 　 第₂期 9/1㈪ 7/18㈮
　 第₃期 　 第₃期 9/30㈫ 8/15㈮

第₃期 　 　 第₄期 10/31㈮ 9/16㈫
　 　 　 第₅期 12/1㈪ 10/17㈮

　 第₄期 　 第₆期 平成27年
1/5㈪ 11/20㈭

第₄期 　 　 第₇期 2/2㈪ 12/18㈭

　 　 　 第₈期 3/2㈪ 平成27年
1/16㈮

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送

�
資
産
税
課（
土
地
）　

７
７
５
―５
１
３
３

�

（
家
屋
）　

７
７
５
―５
１
３
４

�

７
７
５
―９
８
４
６

　
５
月
１
日
㈭
に
、
平
成
26
年
度
の
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納
税
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す
。
な
お
次
の
①
～
⑥
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
資
産
税
課
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
①
住
所
を
変
更
し
た
②
納
税
通

知
書
の
宛
名
が
死
亡
し
た
人
に
な
っ
て
い

る
③
海
外
へ
出
国
す
る
予
定
が
あ
る
④
未

登
記
の
家
屋
を
新
築（
増
築
）し
た
・
取
り

壊
し
た
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
予
定
が
あ
る

⑤
未
登
記
の
家
屋
の
所
有
者
を
変
更
し
た

⑥
土
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し
た
、
ま
た

は
そ
の
予
定
が
あ
る

　

ま
た
次
に
該
当
す
る
住
宅
は
、
平
成

26
年
度
か
ら「
新
築
住
宅
に
対
す
る
固
定

資
産
税
の
減
額
措
置
」の
適
用
が
な
く
な

り
、
本
来
の
税
額
に
な
り
ま
す
。

・�

平
成
22
年
１
月
２
日
～
平
成
23
年
１
月

１
日
に
新
築
さ
れ
た
一
般
の
住
宅

・�

平
成
20
年
１
月
２
日
～
平
成
21
年
１
月

１
日
に
新
築
さ
れ
た
３
階
建
以
上
の
耐

火
住
宅
な
ど

※
納
付
の
方
法
・
納
期
限
は
、
こ
の
ペ
ー

ジ
の｢

税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う｣

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
行
政
無
線
を
使
っ
た

緊
急
情
報
の
伝
達
訓
練
を
実
施

�

危
機
管
理
防
災
課　

７
７
５
―５
１
４
０

�

７
７
５
―９
９
２
７

　
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

で
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報

を
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
確
実
に
伝
え

る
た
め
、
全
国
一
斉
の
情
報
伝
達
訓
練
を
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とき ところ 対象 費用・金額　※記載のないものは「無料」 定員 持ち物内容
申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」 問い合わせ

行
い
ま
す
。　

６
月
５
日
㈭
10
時
15
分

頃　

市
内
127
カ
所
に
設
置
し
て
あ
る
防

災
行
政
無
線
か
ら
、
毎
日
の
定
時
放
送
と

同
じ
く
ら
い
の
音
量
で
左
表
の
内
容
を
一

斉
に
放
送
し
ま
す
。

放送内容(予定)

①�「こちらは、防災上尾です。」
②�「ただ今から訓練放送を行
います。」
③�緊急地震速報チャイム音
④�「緊急地震速報。大地震で
す。大地震です。これは
訓練放送です。」を₃回繰
り返し
⑤�「これで訓練放送を終わり
ます。」
⑥�「こちらは、防災上尾です。」

社
会
福
祉
基
金
活
用
事
業
を

募
集

�

福
祉
総
務
課　

７
７
５
―５
１
１
８

�

７
７
６
―８
８
７
２

　
善
意
に
よ
る
寄
付
か
ら
な
る
社
会
福
祉

基
金
を
、
高
齢
者
・
障
害
者
・
児
童
な
ど

の
社
会
福
祉
向
上
に
つ
な
が
る
事
業
に
助

成
し
ま
す
。　

市
内
に
活
動
の
拠
点

が
あ
り
福
祉
活
動
を
行
う
社
会
福
祉
法

人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
そ
の
他
の
団
体　

【
対
象
事
業
】社
会
福
祉
施
設
な
ど
の
備
品

整
備
・
設
備
修
繕
／
市
内
の
社
会
福
祉
法

人
、
福
祉
関
係
団
体
が
行
う
福
祉
サ
ー
ビ

ス
／
市
民
活
動
団
体
が
地
域
福
祉
向
上
の

た
め
に
行
う
も
の　

※
他
の
助
成
金
・

補
助
金
を
受
け
て
い
る
事
業
を
除
き
ま

す
。　
【
助
成
額
】１
事
業
30
万
円
を
限

度　

所
定
の
用
紙（
福
祉
総
務
課
に
あ

る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
６

月
６
日
㈮
ま
で
に
福
祉
総
務
課
へ　
※
過

去
に
３
回
以
上
交
付
を
受
け
て
い
る
団
体

は
、
今
年
度
か
ら
申
請
で
き
ま
せ
ん
。
交

付
は
審
査
の
上
決
定
し
ま
す
。

■
平
成
25
年
度
助
成
団
体
例（
全
８
団
体
）

・�

テ
ン
ト
な
ど
の
購
入
費（
ホ
ー
ム
ベ
ー

ス
）

・�

作
業
場
屋
根
の
設
置
費
の
一
部（
あ
ら

ぐ
さ
福
祉
会
）

・�

砂
場
の
整
備
費
の
一
部（
和
み
の
会
）

発
達
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

�
上
尾
市
発
達
支
援　

７
７
６
―６
１
６
６

�

相
談
セ
ン
タ
ー　
　

７
７
６
―６
１
２
７

�
s172500@

city.ageo.lg.jp

　
４
月
１
日
か
ら
、
旧
乳
幼
児
相
談
セ
ン

タ
ー
は
、
発
達
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー（
上

尾
保
育
所
２
階
）に
な
り
、
児
童
の
発
達

に
関
す
る
相
談
や
親
子
教
室
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
子
育
て
の
悩
み
を
抱
え
て
い

る
人
や
、
子
ど
も
の
発
達
に
不
安
の
あ
る

人
は
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ふ
た
ご
・
み
つ
ご
の
子
育
て
教
室

６
月
14
日
㈯
10
時
～
11
時
30
分　

助

産
師
に
よ
る
妊
娠
中
の
健
康
管
理
の
講

義
、
保
育
士
に
よ
る
親
子
触
れ
合
い
遊

び
、
情
報
交
換
、
先
輩
マ
マ
と
の
交
流
な

ど　

ふ
た
ご
以
上
を
妊
娠
中
の
妊
婦
と

12
カ
月
ま
で
の
ふ
た
ご
以
上
の
親
子　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、
妊
婦
ま

た
は
保
護
者
と
子
ど
も
の
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
発
達
支
援
相
談

セ
ン
タ
ー
へ

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
注
意

�

生
活
環
境
課　

７
７
５
―６
９
４
０

�

７
７
５
―９
８
７
２

　
ガ
ソ
リ
ン
や
溶
剤
な
ど
に
含
ま
れ
る
揮

発
性
有
機
化
合
物
と
、
自
動
車
や
工
場
の

排
出
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
窒
素
酸
化
物
が
強

い
紫
外
線
を
受
け
て
化
学
反
応
を
起
こ
す

と
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
い
う
新
た

な
物
質
を
作
り
出
し
ま
す
。

　
大
気
中
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度

が
0.12 

ppm
以
上
に
な
り
、
気
象
条
件
か
ら

そ
の
状
態
が
続
く
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
防
災
行
政
無
線
で
注
意
喚
起
を
行
い
ま

す
。
な
る
べ
く
外
出
を
避
け
、
目
が
ち
か

ち
か
し
た
り
、
の
ど
に
痛
み
を
感
じ
た
り

す
る
場
合
は
、
洗
眼
や
う
が
い
を
し
て
屋

内
で
安
静
に
し
て
く
だ
さ
い
。
症
状
が
良

く
な
ら
な
い
場
合
は
、
す
ぐ
に
医
師
の
診

察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
の
日

�

人
権
男
女
共
同
参
画
課　

７
７
５
―５
１
１
７

�

７
７
８
―５
１
１
２

　
６
月
１
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で

す
。
人
権
尊
重
思
想
の
啓
発
に
努
め
、
こ

の
日
を
中
心
に
各
市
町
村
で
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。　

６
月

２
日
㈪
10
～
15
時（
12
～
13
時
を
除
く
）　

市
役
所
７
階
大
会
議
室

上
尾
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

委
員
を
募
集

�

東
保
健
セ
ン
タ
ー　

７
７
４
―１
４
１
４

�

７
７
４
―８
１
８
８

　
生
涯
に
わ
た
る
市
民
の
健
康
保
持
・
増

進
に
関
す
る
計
画
・
施
策
な
ど
を
審
議
す

る
た
め
に
、
上
尾
市
健
康
づ
く
り
推
進
協

議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
議
会
で
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
委
員
を
公
募
し
ま

す
。　

市
内
に
在
住
で
健
康
の
保
持
・

増
進
に
関
心
が
あ
り
、
年
に
数
回
の
会
議

に
出
席
で
き
る
人　

２
人　
【
任
期
】平

成
28
年
６
月
ま
で　

所
定
の
用
紙（
東
・

西
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
１
階
総
合
案

内
に
あ
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

「
市
民
が
主
役
の
健
康
づ
く
り
～
地
域
・
職

場
で
の
取
り
組
み
～
」と
題
す
る
文
章
を
400

字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
に
ま
と
め
た

も
の
を
添
え
て
、
郵
送
で
５
月
30
日
㈮
ま

で（
必
着
）に
東
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
書
類
選
考
の
上
、
６
月
上
旬
に
結
果
を

全
員
に
通
知
し
ま
す
。



10

上
尾
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定

�

商
工
課　

７
７
７
―４
４
４
１

�

７
７
５
―５
０
２
４

　
上
尾
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
本
市

が
持
つ
交
通
の
利
便
性
や
都
心
と
の
近
接

性
、
災
害
の
少
な
さ
な
ど
、
産
業
立
地
の

優
位
性
を
生
か
し
、
す
で
に
あ
る
市
内
の

農
業
・
商
業
・
工
業
・
観
光
の
魅
力
を
高

め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
豊
か
な
市
民

生
活
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
、
将
来
像
を「
交

流
と
連
携
で
つ
く
る
、
多
彩
な
産
業
が
キ

ラ
リ
と
光
る
ま
ち　
あ
げ
お
」と
位
置
付

け
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
将
来
像
の
実
現
の
た
め
、

市
民
や
地
域
産
業
の
関
係
者
が
一
体
と

な
っ
た「
産
業
振
興
会
議
」を
設
置
し
、
時

代
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
振
興
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

水
道
週
間

６
月
１
日
㈰
～
７
日
㈯

�

上
下
水
道
部
経
営
総
務
課　

７
７
５
―５
１
６
０

�

７
７
５
―９
０
４
１

　
水
道
週
間
は
、
普
段
使
用
し
て
い
る
水

道
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、
公
衆
衛
生

の
向
上
と
生
活
環
境
の
改
善
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水
道
週
間
に
合
わ

せ
て
、
普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
浄

水
場
を
職
員
の
案
内
で
見
学
で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
水
道
の
大
切
さ
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

北
部
浄
水
場
見
学
会

６
月
１
日
㈰
・
２
日
㈪
10
～
16
時　

北
部
浄
水
場（
中
分
３
―76
、
地
図
参
照) 

中
学
生
社
会
体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
の
受
け
入
れ
事
業
所
・
施
設

�

指
導
課　

７
７
５
―９
６
７
２

�
７
７
５
―５
６
３
３

　
中
学
生
が
地
域
の
中
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
活
動
や
多
く
の
人
と
の
触
れ
合
い
を

通
し
て
、
社
会
性
や
自
立
心
な
ど
を
養

い
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
身
に
付

け
る
た
め
に「
中
学
生
社
会
体
験
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業
」に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業

所
・
施
設
を
募
集
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
２
、１
２
１
人
の
中
学
生

が
、
244
の
事
業
所
や
施
設
で
貴
重
な
社
会

体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市
内
の
11
中
学
校
の
２
年
生　
【
期
間
】

６
～
12
月　

職
場
・
福
祉
・
奉
仕
体
験

活
動　
【
実
施
日
数
】２
日

「
生
活
機
能
に
関
す
る

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」を
郵
送

�

高
齢
介
護
課　

７
７
５
―４
１
９
０

�

７
７
６
―８
８
７
２

　
早
期
に
介
護
予
防
に
取
り
組
む
た
め
の

生
活
機
能
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
表
で
す
。
対

象
者
に
は
５
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。
記
入
内
容
の
結
果
、
介
護
予
防

が
必
要
な
人
に
は
、
介
護
予
防
事
業
の
案

内
を
後
日
郵
送
し
ま
す
。　

65
歳
以
上

で
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受
け
て
い

な
い
人

６
月
23
日
㈪
～
29
日
㈰
は

男
女
共
同
参
画
週
間

�

人
権
男
女
共
同
参
画
課　

７
７
８
―５
１
１
１

�

７
７
８
―５
１
１
２

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」の
公

布
・
施
行
日
で
あ
る
平
成
11
年
６
月
23
日

を
踏
ま
え
、
毎
年
こ
の
期
間
を「
男
女
共

同
参
画
週
間
」と
し
て
い
ま
す
。

　
男
性
と
女
性
が
、
職
場
・
学
校
・
地
域
・

家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る「
男
女
共
同
参
画
社
会
」を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
一
人
一
人
の
取
り
組
み

が
大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

ア
ニ
ャ
ン
ゴ
の
夢
を
つ
か
む
法
則

　
男
女
共
同
参
画
週
間
に
ち
な
み
、
ま
た

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
あ
げ
お（
旧
上
尾
市
女

性
団
体
協
議
会
）創
立
20
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ（
ケ
ニ
ア
の
ル

オ
民
族
に
伝
わ
る
伝
統
的
な
楽
器
）奏
者

ア
ニ
ャ
ン
ゴ
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
を
行
い

ま
す
。　

６
月
３
日
㈫
14
～
16
時　

上
尾
公
民
館　

ア
ニ
ャ
ン
ゴ
さ
ん
の
講

演
と
演
奏
を
通
し
て
、
夢
を
諦
め
な
い
で

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ぶ　

市
内
に
在
住・在
勤・在
学
の
人　

50
人（
先
着
順
）　

５
月
９
日
㈮
か
ら

電
話
で
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

（

778
―５
１
１
１
）へ　
※
一
時
保
育
を

希
望
す
る
人
は
保
育
施
設
を
紹
介
し
ま
す

の
で
、
５
月
23
日
㈮
ま
で
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

　
本
名
・
向
山
恵
理
子
。
ア
フ
リ
カ
の
音

楽
に
魅
了
さ
れ
、
単
身
ケ
ニ
ア
の
村
で
修

行
。
現
地
で
も
限
ら
れ
た
男
性
だ
け
に
演

奏
が
許
さ
れ
て
い
る
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
世

界
初
の
女
性
奏
者
で
あ
る
。

アニャンゴさん
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とき ところ 対象 費用・金額　※記載のないものは「無料」 定員 持ち物内容
申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」 問い合わせ

　市民の皆さん、こんにちは。市長の島村です。
　真新しいランドセルとピカピカの笑顔がまぶしい
春、いかがお過ごしでしょうか。
　平成26年度も₁カ月が経過し、学校や職場など新
しい生活に慣れてきた人も多いと思います。わが上
尾市役所にも51人のフレッシュマンが仲間入りし、
朝早くに出勤して掃除をする姿や真剣な顔つきで先
輩から仕事を教わる姿を見掛けます。
　毎年、新入社員の特徴を分析している（公財）日本
生産性本部によると、今年の新入社員は「自動ブレー
キ型」と名付けられ、「何事も安全運転の傾向」と、そ
の特徴が発表されています。「情報収集能力にたけ、
頭の回転が速く、高感度センサーで障害物を敏感に
察知して事故を未然に回避する自動ブレーキをほう
ふつとさせる」そうですが、一方で「人を傷つけない
安心感はあるが、どこか馬力不足」とも指摘されて
います。過ごしてきた環境や社会情勢、就職事情な

どにより、毎年、新社会人の特徴は変化していくよ
うですが、必ず共通しているのは初々しい笑顔と全
身にあふれる元気。ブレーキをかけるのは上司や先
輩にまかせ、まずは失敗を恐れずに多くのことに
チャレンジしてほしいと思います。
　₄月₁日に行った新規採用職員への訓示でも話を
しましたが、禅に「一挨一拶」（いちあいいっさつ）と
いう言葉があります。師と修行者、あるいは修行者
同志が出会ったときに、言葉や動作で互いの悟りの
深浅などを試す様子を表し、これが「挨拶」の語源と
言われています。社会人のみならず、人の出会いは
必ず挨拶から始まり、元気な挨拶は自分をアピール
する最高の名刺にもなります。特に、社会人になっ
た皆さんには、元気な「一挨一拶」をいつも内ポケッ
トに入れて持ち歩くことをお薦めします。
　「₄月₁日は心身あらたまる心地がする。別れの
季節から、一夜をへだてて出会いの季節へ」（₄月₁
日、朝日新聞「天声人語」より）。春は出会いの季節。
新しい場所、新しい仲間、新しい気持ちが、また一
つ人を成長させてくれます。平成26年の春が、皆さ
んにとって素晴らしい季節となることを祈っていま
す。
　もう一つ、お近くを通りましたら、ぜひ上尾市役
所のフレッシュマンを見に来てください。元気な「一
挨一拶」でお待ちしています。

一挨一拶
市長　島 村　　穰　

５
月
７
日
か
ら

証
明
書
発
行
セ
ン
タ
ー
を
開
設

�

証
明
書
発
行
セ
ン
タ
ー　

７
８
３
―４
９
４
０

�

（
５
月
７
日
か
ら
開
通
）

�

７
７
５
―９
８
２
７

　
５
月
７
日
㈬
か
ら
市
役
所
１
階
に「
証

明
書
発
行
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
別
々
の
窓
口
で
申
請
・
交

付
し
て
い
た
住
民
票
や
課
税（
非
課
税
）証

明
な
ど
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
発
行
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
証
明
書
発
行
セ
ン
タ
ー
で
発
行
で
き
る

証
明
書

　
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、

戸
籍
謄
抄
本
・
附
票
の
写
し
、
そ
の
他
諸

証
明
な
ど
、
課
税（
非
課
税
）証
明
、
資
産

評
価
・
公
課
・
所
有
証
明
書
、
納
税
証
明

書（
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
個
人

市
・
県
民
税
、
軽
自
動
車
税
）、
事
業（
営

業
）証
明
書（
法
人
の
み
）

※
右
記
の
証
明
書
の
郵
送
請
求
も
証
明
書

発
行
セ
ン
タ
ー
で
取
り
扱
い
ま
す
。

※
市
民
課
窓
口
で
住
所
の
異
動
や
戸
籍
の

届
出
な
ど
を
行
っ
た
後
に
、
証
明
書
が
必

要
な
場
合
は
、
届
出
と
同
時
に
市
民
課
で

申
請
で
き
ま
す
。

■
持
ち
物

　
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
・
パ
ス

ポ
ー
ト
・
顔
写
真
付
き
の
住
基
カ
ー
ド
な

ど
）

■
証
明
書
発
行
セ
ン
タ
ー
窓
口
の
流
れ

　
　
　
証
明
書
交
付
申
請
書
に

　
　
　
記
入
し
て
く
だ
さ
い

 　
　
　
　
　
　

⬇

　
　
　
受
付
番
号
発
券
機
か
ら

　
　
　
受
付
票
を
取
っ
て
く
だ
さ
い

 　
　
　
　
　
　

⬇

　
　
　
表
示
パ
ネ
ル
に
表
示
さ
れ
た

　
　
　
番
号
順
に
受
け
付
け
ま
す

 　
　
　
　
　
　

⬇

　
　
　
証
明
書
作
成
後
、大
型
モ
ニ
タ
ー
に

　
　
　
受
け
取
り
番
号
が
表
示
さ
れ
ま
す

 　
　
　
　
　
　

⬇

　
　
　
受
け
取
り
窓
口
で
証
明
書

　
　
　
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す

STEP １STEP ２STEP ３STEP ４STEP ５

証明書発行センター（イメージ図）
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３
月
定
例
市
議
会

平
成
26
年
度
当
初
予
算
案
な
ど
を

可
決
・
同
意

�
総
務
課　

７
７
５
―４
９
６
３

�

７
７
５
―９
８
１
９

　
３
月
定
例
市
議
会
は
、
２
月
25
日
～
３

月
20
日
の
24
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
し
て
相
談
を
受

け
付
け
、
ま
た
情
報
提
供
す
る
相
談
員

（
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
）を
市
役
所
内
に

配
置
す
る
事
業
や
、
小
学
生
に
読
書
パ
ス

ポ
ー
ト
を
配
布
す
る
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
な
ど
を
実
施
す
る
た
め
の
費

用
を
計
上
し
た
平
成
26
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
市
長
提
出
の
27
議
案
は
、

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
ま
た
は
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

●
副
市
長
に
遠
藤
次つ
ぐ
朗お

氏
が
就
任

　
１
月
１
日
か
ら
欠
員
に
な
っ
て
い
た
副

市
長
に
、
遠
藤
次
朗
氏
を
選
任
す
る
こ
と

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
就
任
は
４
月
１
日

付
で
す
。

昭和52年に上尾市職員にな
り、総務部庶務課長、企画財
政部総合政策課長、教育総務
部総務課長、企画財政部長、
教育総務部長など歴任。59歳。

●
監
査
委
員
の
選
任

　
監
査
委
員
に
須
田
清
氏
を
再
び
選
任
す

る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　
公
平
委
員
会
委
員
に
河
原
塚
貴
美
代
氏

を
再
び
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。10

月
１
日
か
ら
上
尾
市

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設

�

市
民
課　

７
７
５
―５
１
２
８

�

７
７
５
―９
８
２
７

　
10
月
１
日
㈬
か
ら
市
役
所
１
階
に
パ
ス

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
さ
い
た
ま
市
や
熊
谷
市
な
ど
に
あ
る

県
の
旅
券
窓
口
で
行
っ
て
い
た
パ
ス
ポ
ー

ト（
旅
券
）の
申
請
・
交
付
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は『
広
報
あ
げ
お
』９
月
号
と
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
あ
げ
お
郷
土
こ
ど
も
か
る
た
」

が
完
成

�

青
少
年
課　

７
７
６
―２
４
８
８

�

７
７
６
―２
１
１
７

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
か
る
た
を
使
い
な
が

ら
、
上
尾
市
の
伝
統
文
化
や
歴
史
・
農
産

物
な
ど
を
知
り
、
今
住
ん
で
い
る
地
域
へ

の
愛
着
や
親
し
み
を
持
つ
き
っ
か
け
を
作

る
た
め
に
作
成
し
ま
し
た
。

　
読
み
札
は
、
各
小
・
中
学
校
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
募
集
し
、
３
、８
２
９

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
絵
札
は
各

小
・
中
学
校
で
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　
完
成
し
た
か
る
た

は
、
各
事
務
区
、
子

ど
も
会
、
市
内
小
・

中
学
校
、
保
育
所
な

ど
に
配
布
し
ま
す
。

省
エ
ネ
対
策
推
進
奨
励
金

�

環
境
政
策
課　

７
７
５
―６
９
２
５

�

７
７
５
―９
８
７
２

　
自
主
的
に
省
エ
ネ
に
取
り
組
む
皆
さ
ん

に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。　

市
内
に

住
所
が
あ
り
居
住
し
て
い
て
、
奨
励
金

申
請
時
に
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な

い
人　

※
申
請
時
に
状
況
を
確
認
し
ま

す
。
店
舗
や
事
業
所
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。　
【
対
象
に
な
る
省
エ
ネ
対
策
】住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
太
陽
熱
温
水

器
ま
た
は
水
式
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
、
家

庭
用
燃
料
電
池
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）、
停
電
時
自

立
運
転
機
能
付
き
ガ
ス
発
電
・
給
湯
暖
房

シ
ス
テ
ム（
エ
コ
ウ
ィ
ル
プ
ラ
ス
）、
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
、
電
気
自
動
車
、
電
動

バ
イ
ク　
【
交
付
要
件
】４
月
１
日
以
降
に

購
入
・
設
置
し
た
物
で
、
平
成
27
年
３
月

31
日
㈫
ま
で
に
申
請
手
続
き
が
完
了
す
る

物　
※
交
付
は
同
一
年
度
内
で
一
世
帯
に

つ
き
１
回
限
り
で
す（
電
気
自
動
車
ま
た

は
電
動
バ
イ
ク
を
除
く
）。　

５
月
12

日
㈪
か
ら
省
エ
ネ
対
策
対
象
機
器
を
購

入
・
設
置
・
支
払
い
後
に「
上
尾
市
省
エ

ネ
対
策
推
進
奨
励
金
交
付
申
請
書
」（
市
役

所
1
階
総
合
案
内
、
各
支
所
・
出
張
所
、

環
境
政
策
課
に
あ
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
用
意
し
て
、
直

接
、
環
境
政
策
課
へ　
※
先
着
順
で
受
け

付
け
し
、
申
し
込
み
が
予
算
額
に
達
し
た

時
点
で
締
め
切
り
ま
す
。
奨
励
金
の
交
付

額
、
対
象
機
器
な
ど
詳
し
く
は
、
交
付
申

請
書
と
併
せ
て
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん

こ
の
よ
う
な
場
合
は
届
け
出
を

�

保
険
年
金
課　

７
７
５
―５
１
３
７

�

７
７
５
―９
８
２
７

　
年
金
に
関
す
る
各
届
け
出
書
は
年
金
事

務
所
と
保
険
年
金
課
に
あ
り
、「
現
況
届
」

「
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」「
年
金
証
書

再
交
付
申
請
書
」は
各
支
所
・
出
張
所
に

あ
り
ま
す
。
届
け
出
先
は
年
金
事
務
所
で

す
。
た
だ
し
地
方
公
務
員
な
ど
の
共
済
組

合
の
組
合
員
だ
っ
た
期
間
だ
け
で
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
の
年
金
の
届
け

出
は
、
退
職
共
済
年
金
を
受
け
て
い
る
共

済
組
合
に
提
出
し
ま
す
。

■
現
況
届
・
住
所
変
更
届
・
死
亡
届

　
現
況
届
・
住
所
変
更
届
・
死
亡
届
の
提

あげお郷土こどもか
るた



市政ニュース

13 広報あげお　2014.5　No.962

とき ところ 対象 費用・金額　※記載のないものは「無料」 定員 持ち物内容
申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」 問い合わせ

出
は
原
則
不
要
で
す
が
、
次
の
①
～
④
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
提
出
が
必

要
で
す
。
①
日
本
年
金
機
構
で
住
民
票

コ
ー
ド
の
確
認
が
で
き
て
い
な
い
②
日
本

年
金
機
構
が
管
理
し
て
い
る
年
金
受
給
者

の
基
本
情
報（
住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、

性
別
）が
住
基
ネ
ッ
ト
に
保
存
さ
れ
て
い

る
基
本
情
報
と
相
違
し
て
い
る
③
住
基

ネ
ッ
ト
に
参
加
し
て
い
な
い
市
区
町
村
に

住
ん
で
い
る
④
外
国
に
住
ん
で
い
る　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
―05
―１

１
６
５
・

03
―６
７
０
０
―１
１
６
５

届け出事由 手続き内容 提出期限
誕生月を迎えた 年金受給権者現況届　※₁ 誕生月内
住所を変えた　 年金受給権者住所・支払機関変更届 14日以内
年金の受け取り先を変えたい 年金受給権者住所・支払機関変更届

随時
年金証書を紛失した 年金証書再交付申請書
氏名を変更した 年金受給権者氏名変更届

14日以内年金を受けている人が死亡
した 年金受給権者死亡届　※₂

※₁�　現況届には、別に過給年金額が加算されている人は「生計同一証明書」を、障害年金を受
給している人は医師が作成した「診断書」などを提出しなければならない場合があります。
障害基礎年金の診断書の提出先は保険年金課です。

※₂�　死亡した人が受給していた年金の種類によっては、未支給年金や遺族年金の手続きが必
要です。

　₂月10日に行われた審査会で応募総数148作品の中
から各部門の会長賞、佳作が決定しました。
　会長賞は上の₃作品です。入選者には記念品などが
贈られ、入選作品も含め、優秀な作品は市観光協会発
行の『観光ガイドマップ』などに使用されます。
　また₉月には「第₃回あげお良いとこ探しフォトコ
ンテスト」の募集を始めます。

₈月23日㈯
　₁回目／11時～（10時30分開場）
　₂回目／14時～（13時30分開場）
文化センター大ホール

■先行販売
₅月24日㈯₉時～

　（₇時から整理券配布）
文化センター

※�イ ン タ ー ネ ッ ト 予 約（
http://www.ageo-kousya.
or.jp/center/）ができます。予約後、近くのセブン
イレブンでチケットの受け取りと料金の支払いがで
きます。

■一般販売
₅月31日㈯₉時～　
�イコス上尾、上尾市コミュニティセンター、上尾
市民球場、自然学習館、瓦葺ふれあい広場

【共通】
�Ｓ席／１，５００円、Ａ席／１，３００円 　※当日券は各200
円増しです。

※�₃歳以上有料、₂歳以下で席が必要な場合は有料です。
※当日券は、文化センターだけで販売します。
※�前売り券の販売で売り切れた場合は、当日券の販売
はありません。

上尾のイベント・お祭り部門
『遍照院大聖不動明王』
櫻井薪吉さん（桶川市）の作品

上尾の元気・笑顔部門
『電車ごっこ』
ドラ声クンさん（上尾市）の作品

上尾の四季・風景部門
『桜並木・丸山公園』
テッドさん（上尾市）の作品

「ハローキティのラブリーステージ！」
夏休みに家族みんなで楽しめるあげお良いとこ探

し

フォトコンテスト
の

入選作品が決定

上尾市観光協会
７７５－５９１７
７７５－５０２４

上尾市文化センター ７７4－2951・ ７７4－2955

ア
ッ
ピ
ー

₈月23日㈯開催

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
な
ど
の
改
定

�

子
ど
も
支
援
課　
　
　
　

７
７
５
―５
１
２
０

�（
児
童
扶
養
手
当
）　　
　

７
７
４
―５
３
４
２

�

障
害
福
祉
課　
　
　
　
　

７
７
５
―５
１
２
３

�（
特
別
児
童
扶
養
手
当
）　

７
７
６
―８
８
７
２

　
４
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・
特
別
障

害
者
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当
の
額
が
左

表
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

児童扶養手当（月額）
児童数 全部支給 一部支給
₁人 41,020円 41,010円～₉,680円
₂人 46,020円 （41,010円～₉,680円)＋５,０００円

₃人以上 1人につき3,000円を加算

特別児童扶養手当(月額)
等級 改定後 改定前
1級 49,900円 50,050円
2級 33,230円 33,330円

障害児福祉手当(月額)
改定後 改定前

14,140円 14,180円

経過的福祉手当(月額)
改定後 改定前
14,140円 14,180円

特別障害者手当(月額)
改定後 改定前
26,000円 26,080円

ⓒ’76,’93,’96,’99,’01,’14 SANRIO 
APPROVAL No. SP550098



あ
げお駅

か
　ら

ハイ
キング

14

ハイキング
コース

　荒川沿いの雄大な草原から牧場へ、そして初夏の花
しょうぶを満喫できる自然散策コースです。上尾丸山
公園では「あげお花しょうぶ祭り」を開催しています。
園内では市指定民俗文化財の「藤波の餅つき踊り」や太
鼓の生演奏が楽しめます。沿道でのおもてなしも毎年
好評です。
₆月₈日㈰₉～11時にＪＲ上尾駅西口で受け付け

【コース】ＪＲ上尾駅西口を出発し、馬
ば
蹄
てい
寺や榎本牧

場、上尾丸山公園（あげお花しょうぶ祭り）、川の大じ
めなどを巡り、ＪＲ上尾駅西口へ戻る（全行程約15㌔）

【募集人数】₂,000人
₆月₄日㈬までに電話（ 03-5719-3777〈㈪～㈮10
～17時、㈯㈰㈷を除く〉）、ホームページ（ http://
www.jreast.co.jp/hiking/）・携帯サイト（ http://
www.jreast.co.jp/hiking/m/）で「ＪＲ東日本　駅か
らハイキング事務局」へ　※申し込み時にコース番号
(05410）、参加者 (代表者）の在住都道府県、郵便番号、
参加人数を登録してください (駅からハイキング会員
の人は会員番号・照会番号を申告）。市観光協会では、
申し込み受付はできません。

　上尾丸山公園の菖
しょうぶ
蒲田

（２，８００平方㍍）には、約
70種₁万株のハナショウ
ブが咲き誇り、市民の目
を楽しませてくれます。
あげお花しょうぶ祭り期
間中の土・日曜日₉時30
分から観光協会推奨土産
品の販売（売り切れ次第
終了）も行います。
₆月₇日㈯～22日㈰

平方循環
バス停名 恵和園行 恵和園行 恵和園行

小
泉
先
回
り

上尾駅西口 ₇：55 11：４０ 14：00
自然学習館 ₈：20 12：０５ 14：25
丸山公園南口 ₈：23 12：０８ 14：28
上尾駅西口 ₉：１４ 12：５９ １５：１９

日
産
先
回
り

上尾駅西口 ₉：20 13：０５ 16：２０
丸山公園南口 ₉：59 13：４４ 16：５９
自然学習館 10：01 13：４６ １７：０１
上尾駅西口 10：３９ １４：２４ １７：３９

市内循環バスぐるっとくん

上尾駅

上尾駅

花
し
ょ
う
ぶ
園
観
賞と

雄大な
荒川沿いウオーキ
ン
グ

馬蹄寺

八枝神社

小塚浅間塚

アッピーお休み処

畔吉河岸跡

徳星寺

諏訪神社

上尾丸山公園

小林寺

十連寺

川の大じめ
　　　花しょうぶ祭りスタート

ゴール

あ
げお

榎
本
牧
場

ア
ッ
ピ
ー

上尾市観光協会 ７７５ － ５９１７・ ７７５ － ５０２４
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とき ところ 対象 費用・金額　※記載のないものは「無料」 定員 持ち物内容
申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」 問い合わせ

　
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し

た
。
異
動
総
数
は
591
人
で
す
。
そ
の
う
ち

課
長
級（
所
属
長
・
主
席
主
幹
）以
上
の
異

動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

部
　
長
　
級

▽
市
長
政
策
室
長
／
野
本
一
人　
▽
行
政

経
営
部
長
／
町
田
洋
一　
▽
総
務
部
長
／

岸
健
二　
▽
子
ど
も
未
来
部
長
兼
福
祉
事

務
所
長
／
内
田
千
香
子　
▽
健
康
福
祉
部

長
兼
福
祉
事
務
所
長
／
岡
田
勝
幸　
▽
環

境
経
済
部
長
／
小
幡
雄
人　
▽
都
市
整
備

部
長
／
石
川
裕
唯　
▽
会
計
管
理
者
／
大

竹
敏
裕　

▽
上
下
水
道
部
長
／
吉
田
修

三　
▽
消
防
長
／
加
藤
一
美　
▽
議
会
事

務
局
長
／
田
中
覚　
▽
教
育
総
務
部
長
／

尾
形
昭
夫　

▽
学
校
教
育
部
長
／
西
倉

剛　
▽
消
防
本
部
参
事（
総
務
担
当
）兼
次

長
／
髙
野
英
司　
▽
東
消
防
署
参
事
兼
署

長
／
矢
野
浩
之　
▽
教
育
総
務
部
図
書
館

長
／
菅
間
茂
久　
▽
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長
／
内
田
正
良　
▽
監
査
委
員
事
務

局
長
／
小
山
晴
久　
▽
農
業
委
員
会
事
務

局
長
／
秋
山
喜
久
治

　

次
　
長
　
級

▽
市
長
政
策
室
次
長
兼
秘
書
政
策
課
長
／

山
田
良
平　
▽
行
政
経
営
部
次
長
兼
施
設

課
長
／
田
中
貞
夫　
▽
総
務
部
次
長
／
粟

野
昭
夫　
▽
同
部
次
長
兼
危
機
管
理
防
災

課
長
／
猿
田
善
勝　
▽
子
ど
も
未
来
部
次

長
／
山
本
克
彦　
▽
同
部
次
長
／
井
上
建

一　
▽
健
康
福
祉
部
次
長
／
坂
巻
直
人　

▽
同
部
次
長
／
本
橋
宜
臣　
▽
市
民
生
活

部
次
長
／
大
澤
弘　
▽
同
部
次
長
兼
交
通

防
犯
課
長
／
磯
越
雄
高　
▽
環
境
経
済
部

次
長
／
長
谷
部
勝
夫　
▽
同
部
次
長
兼
環

境
政
策
課
長
／
北
川
茂　

▽
上
下
水
道

部
次
長
兼
経
営
総
務
課
長
／
中
島
英
二

郎　
▽
消
防
本
部
次
長
／
井
原
学　
▽
西

消
防
署
長
／
吉
田
春
男　
▽
議
会
事
務
局

次
長
兼
議
事
調
査
課
長
／
吉
澤
彰
一　
▽

教
育
総
務
部
次
長
／
保
坂
了　
▽
学
校
教

育
部
次
長
兼
学
務
課
長
／
石
塚
昌
夫　
▽

総
務
部
副
参
事
兼
Ｉ
Ｔ
推
進
課
長
／
大
久

保
務　
▽
市
民
生
活
部
副
参
事
兼
尾
山
台

出
張
所
長
／
三
枝
実　
▽
同
部
副
参
事
兼

市
民
協
働
推
進
課
長
／
鴨
田
隆　
▽
環
境

経
済
部
西
貝
塚
環
境
セ
ン
タ
ー
次
長
／
萩

原
聖
彦　
▽
都
市
整
備
部
副
参
事（
大
規

模
道
路
担
当
）／
秋
池
義
茂　
▽
消
防
本

部
副
参
事（
広
域
担
当
）兼
消
防
総
務
課
長

／
田
島
孝
一　

▽
教
育
総
務
部
副
参
事

（
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
施
設
担
当
）／
鈴
木
利

男　
▽
学
校
教
育
部
副
参
事
兼
指
導
課
長

兼
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
／
上
野
明

　

課
　
長
　
級

▽
市
長
政
策
室
広
報
広
聴
課
長
／
長
島

徹　
▽
行
政
経
営
部
行
政
経
営
課
長
／
柳

下
貴
之　
▽
同
部
市
民
税
課
長
／
加
藤
哲

俊　
▽
総
務
部
総
務
課
長
／
小
林
克
哉
▽

同
部
契
約
検
査
課
主
席
主
幹
兼
工
事
検
査

員
／
福
島
敏
弘　
▽
子
ど
も
未
来
部
子
ど

も
支
援
課
長
／
石
川
孝
之　
▽
同
部
保
育

課
長
／
柳
真
司　
▽
同
部
発
達
支
援
相
談

セ
ン
タ
ー
所
長
／
尾
形
京
子　
▽
同
部
青

少
年
課
長
兼
青
少
年
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
西

小
な
か
よ
し
児
童
ク
ラ
ブ
室
長
／
堀
口
愼

一　
▽
同
部
青
少
年
課
主
席
主
幹
兼
少
年

愛
護
セ
ン
タ
ー
所
長
／
石
井
久
夫　
▽
健

康
福
祉
部
福
祉
総
務
課
長
／
松
本
孝
治　

▽
同
部
生
活
支
援
課
長
／
石
川
克
美　
▽

同
部
障
害
福
祉
課
長
／
杉
山
努　
▽
同
部

健
康
増
進
課
長
兼
東
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
平
日
夜
間
及
び
休
日
急
患
診
療
所
長
／

佐
藤
直
子　
▽
同
部
健
康
増
進
課
主
席
主

幹
兼
西
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
／
須
田
均　

▽
市
民
生
活
部
市
民
協
働
推
進
課
主
席
主

幹
兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
所
長
／
山
田

忠　
▽
同
部
平
方
支
所
長
／
鈴
木
宏
明　

▽
同
部
原
市
支
所
長
／
髙
瀬
裕
治　
▽
同

部
大
石
支
所
長
／
河
原
塚
悟　
▽
同
部
上

平
支
所
長
／
内
田
雅
幸　
▽
同
部
大
谷
支

所
長
／
鈴
木
弘
典　
▽
同
部
人
権
男
女
共

同
参
画
課
長
兼
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
所
長
／
大
室
賢
司　
▽
環
境
経
済
部

生
活
環
境
課
長
／
加
藤
尚
美　
▽
同
部
商

工
課
長
／
塚
越
俊
久　
▽
都
市
整
備
部
都

市
計
画
課
長
／
岡
田
篤
浩　
▽
同
部
市
街

地
整
備
課
長
／
比
留
間
金
吾　
▽
同
部
建

築
安
全
課
長
／
小
幡
俊
明　
▽
同
部
開
発

指
導
課
長
／
加
藤
渉　
▽
同
部
み
ど
り
公

園
課
長
／
竹
中
隆
一　
▽
同
部
河
川
課
長

／
宮
口
達
也　
▽
上
下
水
道
部
下
水
道
施

設
課
長
／
栁
田
浩
史　
▽
消
防
本
部
予
防

課
長
／
倉
谷
睦
男　
▽
東
消
防
署
管
理
課

長
／
羽
成
洋
一　
▽
同
署
消
防
第
一
課
長

／
峯
岸
孝
明　
▽
同
署
消
防
第
二
課
長
／

市
川
勉　

▽
同
署
原
市
分
署
長
／
嶋
村

実　
▽
同
署
上
平
分
署
長
／
平
賀
秀
高　

▽
西
消
防
署
消
防
第
一
課
長
／
内
田
雅

彦　
▽
同
署
消
防
第
二
課
長
／
戸
井
田
千

秋　
▽
同
署
大
谷
分
署
長
／
木
村
越
雄　

▽
同
署
平
方
分
署
長
／
戸
井
田
正
美　
▽

議
会
事
務
局
議
会
総
務
課
長
／
松
本
宣

孝　
▽
教
育
総
務
部
教
育
総
務
課
長
／
西

嶋
秋
人　
▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
次

長
／
小
川
伸
次　
▽
農
業
委
員
会
事
務
局

次
長
／
馬
橋
和
裕　
▽
行
政
経
営
部
行
政

経
営
課
付
主
席
主
幹（
上
尾
市
地
域
振
興

公
社
）／
原
口
修
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市役所人事異動


